
主 な 内 容

Ｐ２ 国民文化祭'99 Ｐ６ 教育委員会

Ｐ３ 市政直行便 Ｐ10 ごみ収集日

市制45周年

新首都
｢東京から東濃へ｣

1100月月3311日日 歴歴史史街街道道美美濃濃中中山山道道フフェェスステティィババルル

大湫宿 皇女和宮行列 (時代装束ラリー､ 大湫病院職員)

中中中山山山道道道ウウウォォォーーーキキキンンングググ (((琵琵琵琶琶琶峠峠峠)))
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▲10月23日 バサラ瑞浪 オープニングパレード出場 (参加230人 岐阜市金華橋通り)

▲10月30・31日 演劇祭 (総合文化センター)
『明治の光－森巻耳伝』 地域劇団 吹けよ東濃の風

▲10月31日 美濃中山道フェスティバル (大湫小学校)
郷土芸能フェスティバル 全景

▲米村でんじろう サイエンスショー
ヘリウムガスを使った実験�実験屋台村 吹き玉づくり

(11月３日 サイエンスフェア､サイエンスワールド)

瑞
浪
市

開
催
イ
ベ
ン
ト

演

劇

祭

約
二
千
六
百
人

歴
史
街
道
美
濃
中
山
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
約
千
五
百
人

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア

約
二
千
八
百
人

大成功



３

休
耕
農
地

(

田
・
畑)

の
草

刈
り
を
し
、
環
境
美
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

休
耕
田
の
放
置
に
つ
い
て

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政

直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便

④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④

ペ
ッ
ト
の
火
葬
場
に
つ
い
て

他
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す

瑞
浪
市
生
活
安
全

推
進
協
議
会

▲10／19 発掘埋蔵市民 (総合文化センター) ▲10／23 ８ミリ映画の夕べ (陶公民館) ▲10／23 琵琶演奏『応仁の乱』 (信光寺)

家
の
近
く
に
休
耕
田
が
あ
り
ま
す

(

持
主
は
他
の
集
落
の
方)

。
十
年
近
く

に
な
り
ま
す
が
、
一
度
も
草
刈
り
を
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
種
が
飛
ん

だ
り
、
害
虫
等
の
生
息
地
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
枯
草
火
災
の
心
配
も
あ
り

ま
す
。
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。

(

無
記
名)

休
耕
田
に
雑
草

(

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
草
な
ど)

が
繁
茂
し
て
い
る
箇
所
が

見
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
農
家
の
方
に
、

休
耕
田
を
保
全
管
理
す
る
よ
う
改
良
組

合
長
さ
ん
か
ら
除
草
の
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。
特
に
農
業
委
員
さ
ん
に
は
、

地
区
を
見
回
り
、
農
家
の
方
に
除
草
・

草
刈
り
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し

て
い
ま
す
。
休
耕
農
地
な
ど
の
管
理
を

怠
る
と
、
周
辺
の
住
民
の
方
に
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。
こ
の
様
な
土
地
の
所
有

者
・
管
理
者
の
方
は
、
定
期
的
に
草
刈

り
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
環
境
美
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。(

経
済
環
境
部)

ペ
ッ
ト
も
家
族
同
様
で
す
。
死
ん
だ

時
は
と
て
も
悲
し
い
。
瑞
浪
に
は
ペ
ッ

ト
の
火
葬
場
が
な
い
の
で
、
よ
そ
に
連

れ
て
行
き
ま
し
た
。
山
に
埋
め
る
方
も

あ
る
そ
う
で
す
が
、
衛
生
面
で
も
心
配

で
す
。
な
ん
と
か
造
っ
て
く
だ
さ
い
。

(

Ｉ
さ
ん)

市
と
し
て
は
、
ペ
ッ
ト
の
焼
却
用
施

設
は
当
面
設
置
し
ま
せ
ん
の
で
、
近
隣

の
市
ま
た
は
民
間
施
設
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
環
境
課
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

け
れ
ば
、
業
者
等
を
紹
介
し
ま
す
。

新
規
焼
却
施
設
の
設
置
に
は
、
多
額

の
費
用
が
必
要
で
す
。
ま
た
場
所
な
ど

の
問
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
存
の
施

設
と
の
併
用
も
感
情
的
に
ご
理
解
願
え

な
い
部
分
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

現
在
こ
の
近
く
で
利
用
で
き
る
施
設

は
、
自
治
体
で
は
土
岐
市
や
多
治
見
市

の
小
動
物
火
葬
場

(

他
市
の
住
民
の
利

用
は
割
高
と
な
る)

が
あ
り
、
民
間
で

は
市
内
陶
町
と
隣
の
土
岐
市
に
一
つ
ず

つ
施
設
が
あ
り
ま
す
。
利
用
料
金
に
つ

い
て
も
、
事
前
に
業
者
等
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

照
会
先
＝
環
境
課�
内
線
４
９
０

安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
市
民
意
識
の
高
揚
と
自
主
的
な

住
民
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
10
月
27

日
同
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
各
団

体
の
活
動
状
況
報
告
や
意
見
交
換
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
◎
＝
会
長
○
＝
副
会
長(

敬
称
略)

◎
区
長
会
代
表

正
木
路
雄

・
消
防
団
代
表

工
藤
和
也

・
東
濃
地
区
交
通
安
全
協
会
瑞
浪
支
部

代
表

堀
部

修

・
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
代
表

遠
藤
勝
男

・
東
濃
西
部
少
年
セ
ン
タ
ー
瑞
浪
地
区

代
表

小
木
曽

誠

・
子
供
会
連
合
会
代
表

大
山
賢
造

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
代
表

井
澤
康
樹

・
小
中
校
長
会
代
表

仙
石
敦
淑

・
社
会
福
祉
協
議
会
代
表

石
川
正
俊

・
保
護
司
会
代
表

安
藤
照
芳

○
青
少
年
育
成
市
民
会
議
運
営
委
員
会

代
表

伊
藤
正
幸

・
婦
人
会
代
表

小
川
時
子

・
瑞
浪
市
商
店
街
連
合
会
代
表

山
本

治

・
多
治
見
警
察
署
生
活
安
全
課
長

春
日
井
憲
次
郎

・
瑞
浪
警
部
交
番
長

東

正
廣

平成11年11月15日
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羽柴 和
かず

樹
き

くん 滝川 綾
あや

夏
か

さん
(２歳) 陶町 (２歳) 陶町

－陶児童館－

市
制
45
周
年
記
念
ビ
デ
オ
上
映
会(

入
場
無
料)

◎
日
時
＝
11
月
20
日�
13
時
、
15
時
、
18
時

11
月
21
日�
11
時
、
13
時
、
15
時

◎
会
場
＝
市
民
図
書
館

(

一
階
研
修
室)

※
こ
の
ビ
デ
オ
を
販
売
し
ま
す
。価
格
千
八
百
円

問
い
合
わ
せ･

申
込
み
情
報
推
進
課�
内
線
３
３
５

地地域域特特産産品品づづくくりり

監修 今村昌平

�
瑞
浪
木
・
竹
炭
協
会�
ヤ
マ
ト
イ
モ
試
食
会

●新市勢要覧ができました●
新世紀へのまちづくりをテーマに､ ５年振りに
内容を一新｡ A４版カラー34頁の本編と統計資料
14頁で構成､ ５つの都市目標や市民の活動など
が豊富な写真と英語表記で紹介されています｡

▼
中
京
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
株
式
会
社

(

代
表
取
締
役
社

長
古
田
公
男)

様
＝
環
境
美
化

活
動
支
援
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク

ル
分
別
用
空
容
器
収
納
箱
一
台

▼
纐
纈
敏
文
様
＝

二
十
万
円
、
福
祉
事
業
へ

▼
岩
島
康
敏
様
＝

五
十
万
円
、
福
祉
事
業
へ

▼
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力

会(

会
長
常
務
理
事
山
田
太
郎)

様
＝
五
十
万
円
、
福
祉
事
業
へ

善

意

瑞浪市農業祭
～生産農家と消費者を結ぶ､ 秋の収穫感謝まつり～
新鮮な地元産品や野菜などの即売､ 景品付き餅投げ
など楽しいことがいっばい！！

◎日時 ��月��日 �
◎場所 市民公園いこいの広場 (明世町)
※問い合わせ＝瑞浪市農業祭実行委員会

(ＪＡ陶都栄町支店内 ���－����)
｢東濃西部広域だより｣ 11年10月発行の６頁掲載の (イベント・まつ
り情報) で､ 農業祭の開催日が誤っていましたので訂正いたします｡

今
年
４
月
か
ら
日
吉
町
半
原
の
休
耕
田
で
試

験
栽
培
さ
れ
て
き
た

『

ヤ
マ
ト
イ
モ』

の
試
食

会
が
、
10
月
27
日
に
地
元
で
開
か
れ
ま
し
た
。

栽
培
に
あ
た
っ
た
半
原
二
十
日
会
の
土
屋
勉

会
長
は

｢

猪
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
大
切
に
育

て
て
来
た
。
自
然
薯
と
遜
色
な
い
味
で
す
。
こ

れ
な
ら
い
け
る｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
11
月
３
日
に
は
、『

瑞
浪
木
・
竹
炭
協

会』
(

小
栗
利
秋
会
長)

が
、
市
内
外
か
ら
会

員
33
人
を
集
め
、
稲
津
町
の
炭
焼
小
屋
で
設
立

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
炭
焼
き
を
通
し
て
里
山

の
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
特
産
品
を
作
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
す
。

市
内
各
所
で
、
お
茶
や
花
・
椎
茸
等
、
中
山

間
地
で
の
新
し
い
特
産
品
づ
く
り
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
特
産
品
は

『
農
業
祭』

で
販
売
さ
れ

ま
す
。
な
お
日
吉
町
で
は
、
猟
友
会
に
よ
り
猪

４
頭
が
駆
除
さ
れ
ま
し
た
。

９時～14時30分
(雨天決行)

第34回



５

進進むむ学学校校施施設設のの解解放放

ユユーーモモアア陶陶彫彫展展 大大賞賞にに天天野野ささんん

21世紀の提案 瑞 浪 芸 術 館

����������
10
月
14
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
瑞
浪
芸
術
館

(

近
藤
精
宏

理
事
長)

と
タ
イ
ム
ズ
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

に
よ
る

『

津
田
理
子
ピ
ア
ノ
ミ
ニ

リ
サ
イ
タ
ル
＆
ト
ー
ク』

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
浪
芸
術
館
は
、
地
域
の
文
化
・

産
業
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
文
化

セ
ン
ス
の
あ
る
人
材
の
育
成
を
め

ざ
し
、
ア
ー
ト
を
中
心
と
し
た
公

開
講
座
を
開
き
、
広
く
世
界
に
発

信
で
き
る
、
誇
り
あ
る
も
の
づ
く

り
の
街
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

来
る
12
月
５
日�
に
は
、
第
２

回
公
開
講
座
と
し
て

『

南
山
大
学

Ｏ
Ｂ
管
弦
楽
団
演
奏
会
ｉ
ｎ
み
ず

な
み』

(

開
学
50
周
年
記
念)

を

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。

10
月
25
日
か
ら
５
日
間
、
公
民
館
主

催
の
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
陶

中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
夜
２
時
間
の
学
習
指
導
に

当
た
っ
た
の
は
、
陶
小
学
校
長
の
安
藤

史
郎
さ
ん
と
教
諭
の
丸
山
晴
男
さ
ん
、

生
徒
は
小
学
校
５
年
生
か
ら
七
十
代
の

方
ま
で
、
男
女
15
名
で
し
た
。

『

パ
ソ
コ
ン
と
ワ
ー
プ
ロ
の
区
別
が

判
っ
た』

『

主
人
が
使
っ
て
い
る
の
で

触
ら
な
い
よ
う
に
し
て
た
ん
で
す
が
、

こ
れ
な
ら
使
え
る
な
と
わ
か
り
ま
し
た』

『

年
賀
状
の
作
成』

『

Ｅ
メ
ー
ル
で
友
達

を
つ
く
り
た
い』

と
み
な
さ
ん
様
々
な

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
他
の
地
域

で
の
開
催
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
30
日
、
土
岐
小
学
校
で

木
工
教
室
が
行
わ
れ
、
一
年
生

の
親
子
１
５
０
人
が
参
加
し
、

椅
子
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

｢

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

子
ど
も
達
に
教
え
た
い｣

と
の

希
望
に
、
全
建
総
連
瑞
浪
総
支

部
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
し
た

も
の
で
す
。
事
前
に
材
料
を
準

備
し
、
12
人
の
大
工
さ
ん
ら
が

作
り
方
を
教
え
ま
し
た
。

な
お
11
月
21
日�
に
は
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
の『

住
宅
デ
ー』

に
て
親
子
木
工
教
室
が
開
か
れ

る
予
定
で
す
。

｢

21
世
紀
の
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ｣

を

テ
ー
マ
に
土
岐
市
で
開
催
さ
れ
た

第
２
回
ユ
ー
モ
ア
陶
彫
展
'99
の
大

賞
に
、
大
湫
町
出
身
の
彫
刻
家
天

野
裕
夫
さ
ん
の

『

河
童
脳
界』

が

選
ば
れ
、
加
藤
勝
也
さ
ん

(

稲
津

町)

の『

カ
ッ
パ
カ
ー
キ
ュ
ー
リ』

が
入
選
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
１

４
７
人
が
応
募
、
内
20
人
が
入
賞

し
た
も
の
で
す
。
天
野
さ
ん
は

『

製
作
は
約
２
カ
月
、
外
の
イ
メ
ー

ジ
だ
け
で
は
無
く
、
河
童
の
内
面

を
、
脳
内
構
造
を
表
現
し
た
か
っ

た』

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
11
月
21
日�
に
行
わ
れ
る

｢

竜
吟
峡
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ｣

で
は
、
大
湫
町
の
天
野
さ
ん

の
ア
ト
リ
エ
も
見
学
コ
ー
ス
に
入
っ

て
い
ま
す
。

平成11年11月15日
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生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
④

Ｈ11

����������������
心
と
心
を
つ
な
ぐ

絵
手
紙『

夢
の
会』

代
表

石
田

近
子

古
代
人
も
立
派
な
科
学
者
だ
っ
た

コ
ラ
ム
・
生
涯
学
習

四
季
の
美
し
い
花
々
や
食
卓
に
彩
り

を
添
え
る
野
菜
な
ど
の
絵
に
、
短
い
一

言
を
書
き
添
え
る｢

絵
手
紙｣
作
り
に
、

楽
し
い
汗
を
流
し
て
い
る
の
が
私
達
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。

絵
の
心
得
な
ど
ほ
と
ん
ど
持
た
ぬ
、

四
十
代
か
ら
七
十
代
の
男
女
が
、『

拙

い
絵
で
い
い』

『

あ
り
の
ま
ま
の
絵
が

い
い』

を
合
言
葉
に
、
様
々
な
題
材
を
、

い
ろ
い
ろ
な
表
現
方
法
を
模
索
し
な
が

ら
絵
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
個
性
的
な

絵
に
思
わ
ず
拍
手
を
送
る
場
面
も
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
時

『

学
習

し
続
け
て
い
て
よ
か
っ
た』

と
、
全
員

が
心
底
う
れ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

作
製
し
た
絵
手
紙
は
、
一
人
で
も
多

く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
け
た
ら
と
、

公
民
館
や
喫
茶
店
な
ど
に
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
生
懸
命
心
を

こ
め
て
描
け
ば
、
見
て
く
だ
さ
る
方
々

に
き
っ
と
何
か
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
く
の
中
津
川
の
グ
ル
ー
プ
、

遠
く
は
長
野
の
グ
ル
ー
プ
の
方
々
と
の

交
流
な
ど
は
、
私
達
の
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
、
長
年
の
友
で
あ
る
か
の
様
な
錯
覚

を
覚
え
さ
せ
て
く
れ
る
楽
し
い
も
の
で

す
。
絵
手
紙
に
よ
る
交
流
は
、
ま
さ
に

心
と
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
だ
と
思
い

ま
す
。
今
日
機
器
に
よ
る
通
信
方
法

(

電
話
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等)

に
は
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
便

利
な
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
発
達
し
よ
う

と
も
、
絵
手
紙
の
癒
し
の
効
果
は
絶
大

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

今
日
も
懐
か
し
い
友
の
笑
顔
を
目
に

浮
か
べ
つ
つ
、
小
さ
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を

前
に
絵
筆
を
運
ん
で
い
ま
す
。
絵
手
紙

に
出
会
え
た
喜
び
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ

の
先
も
精
進
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

地
震
、
台
風
、
大
洪
水
、
竜
巻
き
、

津
波
そ
し
て
大
雪
と
、
毎
年
こ
れ
ら

に
よ
る
大
き
な
被
害
が
、
世
界
各
地

で
発
生
し
て
い
る
。
ど
う
に
も
な
ら

ぬ

『

自
然
災
害』

で
あ
る
。

か
け
て
加
え
て

『

人
災
に
よ
る
災

害』

も
、
年
々
増
加
の
傾
向
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
科
学
の
進
歩
の

裏
側
に
存
在
す
る
魔
力
に
起
因
す
る

こ
と
が
多
い
。

災
害
は

『

天
災』

『

人
災』

の
如

何
を
問
わ
ず
、
成
し
得
る
最
強
の
防

備
に
て
、
被
害
を
最
小
限
度
に
食
い

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
類
は
こ
の
最
大
難
問
解
決
の
た

め
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
汗
を
流
し
知
恵

を
絞
り
続
け
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。

我
々
日
本
人
の
祖
先
達
は
、『

人

力
は
自
然
の
力
に
及
ぶ
も
の
で
は
な

い』
『

自
然
の
力
に
勝
つ
事
は
出
来

な
い』

と
い
う
考
え
方
を
、
日
常
生

活
の
根
底
に
据
え
、
自
然
へ
の
順
応

策
を
考
え
出
し
て
来
た
。

こ
れ
に
対
し
て
西
洋
科
学
の
根
底

に
は
、『

自
然
は
征
服
で
き
る
も
の』

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
力
強
く
頼
も
し
い
発
想
で
は

あ
る
。
科
学
万
能
と
い
う
言
葉
ま
で

も
出
現
す
る
と
い
う
時
代
を
生
ん
だ
。

で
は
、
私
た
ち
の
祖
先
の

『

人
力

は
自
然
の
力
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い』

と
い
う
発
想
や
、
こ
の
発
想
か
ら
の

遺
産
を
、
非
科
学
的
と
片
付
け
る
こ

と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の

祖
先
は
、
そ
れ
ら
を
科
学
と
い
う
名

前
で
呼
ば
な
か
っ
た
だ
け
で
、
実
は

高
度
な
科
学
性
を
持
っ
た
知
恵
か
ら

生
み
だ
し
て
い
る
。

全
人
類
の
幸
せ
の
た
め
の
、
科
学

の
益
々
の
進
歩
発
展
を
心
か
ら
願
う

と
共
に
、
私
た
ち
祖
先
の
残
し
た
驚

く
べ
き

『

知
恵
と
技
術』

を
、
い
つ

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
後
世
に
残

す
の
も
、
私
た
ち
現
代
人
の
使
命
で

は
な
か
ろ
う
か
。

新
旧
の

『

知
恵』

が
合
体
し
て
地

球
上
の
生
物
が
、
少
し
で
も
安
心
し

て
生
活
出
来
る
基
盤
づ
く
り
が
、
合

体
し
た

『

知
恵』

か
ら
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
を
ひ
た
す
ら
願
う
も
の
で

あ
る
。

現
代
の
素
晴
ら
し
い
科
学
者
同
様
、

古
代
人
も
り
っ
ぱ
な
科
学
者
だ
っ
た
。
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生涯学習施設 12月の休館日

第54回

�����������
一
〇
〇�総合文化センター

市 民 図 書 館
化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
サイエンスワールド

６・13・20・24日､ 27～31日

市 民 体 育 館 ７・14・21・24日､ 28～31日

文 化 会 館 ２・９・16・23日､ 29～31日

東
濃
地
区

中
学
校
駅
伝
大
会

国
民
体
育
大
会

秋
季
大
会

今
年
で
45
回
目
を
迎
え
た
小
学
校
陸

上
記
録
会
が
、
10
月
７
日
瑞
浪
市
民
競

技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
の
中
、
市
内
の
小
学
６
年
生(

大
湫

小
は
５･

６
年
生)

全
員
が
参
加
し
、
各

競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
種
目
の
男
女
一
位
は
次
の
と
お
り

で
す
。(

敬
称
略)

八
〇�
ハ
ー
ド
ル

竹
内

達
郎

(

瑞
浪)

13
秒
８

伊
藤
な
つ
き

(

陶)

14
秒
４

安
江

将
一

(

土
岐)

14
秒
４

安
藤

希
恵

(

瑞
浪)

14
秒
７

一
〇
〇
〇�大内勇

(

瑞
浪)

３
分
33
秒
８

三
宅

彩
加

(

陶)

３
分
39
秒
０

走
り
幅
跳
び

木
股

佑
吏

(

瑞
浪)

４�
21

安
藤

結

(

土
岐)

３�
57

走
り
高
跳
び

渡
辺

賢

(

日
吉)

１�
27

小
栗

美
香

(

瑞
浪)

１�
24

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

小
倉

大
悟

(

土
岐)

57�
91

土
本

奈
美

(

釜
戸)

40�
15

四
×
一
〇
〇�
リ
レ
ー

☆
稲
津
(

勝
股
佑
貴
・
成
瀬
貴
彦
・

渡
辺
剛
志
・
大
島
健
太
郎)

59
秒
５

☆
土
岐

(
加
藤
彩
美
・
保
母
沙
織
・

安
藤
結
・
川
上
夏
実)

１
分
０
秒
４

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
彩
る
第
34
回
東
濃

地
区
中
学
校
駅
伝
大
会
が
、
10
月
16
日

土
岐
市
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
男
子

(

６
区
間
、
18
㎞)

35
チ
ー
ム
、
女
子

(

５
区
間
、
10.9
㎞)

31
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

瑞
浪
か
ら
は
男
子
６
・
女
子
５
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
陶
中
学
校
は
男
子
の
部

で
優
勝
、
女
子
の
部
で
４
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

な
お
、
上
位
５
チ
ー
ム
は
、
11
月
７

日
関
市
で
開
催
さ
れ
た
県
大
会
に
出
場

し
、
陶
中
男
子
が
10
位
に
入
り
ま
し
た
。

東
濃
地
区
大
会
の
入
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。(

敬
称
略)

◎
男
子
の
部

優
勝

陶
中
学
校

１
時
間
３
分
21
秒

(

鈴
村
歩
・
河
野
慎
一
郎

西
尾
修
一
・
岩
島
孝
幸

西
尾
裕
太
・
加
藤
知
之)

◎
女
子
の
部

４
位

陶
中
学
校

43
分
47
秒

(

西
尾
奈
々
・
鈴
村
つ
か
さ

岩
田
奈
菜
絵
・
野
村
千
夏

加
藤
真
美)

８
位

瑞
浪
中
学
校

45
分
14
秒

９
位

稲
津
中
学
校

45
分
56
秒

10
月
23
〜
28
日
、
熊
本
県
で
開
催
さ

れ
た
国
体
に
は
、
瑞
浪
市
か
ら
監
督
・

選
手
41
人
が
出
場
、
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

出
場
者

(

敬
称
略)

◆
陸
上

加
藤
直
人

土
岐
商
業
高
等
学
校

(

陶
町)

◆
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

愛
知
健
二

拓
殖
大
学

(

稲
津
町)

◆
弓
道

小
栗
一
浩

愛
知
電
機
㈱

(

稲
津
町)

中
京
商
業
高
等
学
校

◆
体
操

市
川
紘
二
監
督
、
宮
下
裕
子
、

服
部
麗
子
、
川
上
美
幸
、

◆
新
体
操

梅
津
節
子
監
督
、
西
部
友

紀
、
河
崎
智
恵
子
、
大
野
真
代
、
矢

藤
美
沙
季
、
鈴
木
麻
紀
、

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

三
浦
賢
治
監
督
、

森

健
禎
、
渡
邉
彰
宏
、
飯
田
育
大
、

佐
々
木
真
、
国
保

修
、
鶴
見
和
生
、

◆
卓
球

古
本
政
美
監
督
、
栗
田
博
文
、

藤
田
高
志
、
范

勇
、
朱

夢
軍

◆
軟
式
野
球

曽
我
順
一
引
率
、
角

吉
生
監
督
、
平
中
亮
太
、
西
尾
弘
光
、

宮
口
敦
至
、
浅
井
信
之
、
樋
崎
絢
也
、

原

三
敏
、
今
井
栄
司
、
田
中
直
也
、

小
畑
裕
章
、
安
藤
竹
晴
、
水
野
匡
人
、

大
森

卓
、
竹
中
征
嗣
、
滝
上
庄
太
郎

平成11年11月15日
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�６８－５５２９��������月７日～��月��日
～流木アートから

粘土工作まで～

＊11月30日� は整理休館日です｡

お 知 ら せ

図書館
教室

12月の移動図書館
こ ま ど り 号 ������巡回日 ステーション 時 間

８日� 小 里

萩 原
15:30～16:00
16:10～16:30

９日� 半 原
鶴 城
名 滝

15:30～15:50
16:00～16:20
16:30～16:50

10日� 日吉コミュニティーセンター
宿

月 吉

15:10～15:50
16:00～16:20
16:30～16:50

17日� 明 賀 台
新 山 田

15:20～15:50
16:00～16:20

19日� 猿 爪
大 川
水 上
旭 町
サニーヒルズ

11:00～12:00
13:00～13:20
13:30～14:00
14:10～15:00
15:10～15:30

22日� 棚 田 山
羽 広

15:30～16:00
16:10～16:30

25日� 薬 師
白 倉
細 久 手
深 沢

13:30～14:00
14:20～14:50
15:00～15:20
15:30～16:00

宅
配
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

｢

生
活
に
張
り
が
で
て
き
ま
し
た｣

稲
津
町

伊

東

時

子

図書館に
サンタクロース

がやってくる！
日 時：��月��日� 14時～
場 所：総合文化センター 展示室
内 容：影絵･手品など プレゼントもあるよ!

昨
年
の
10
月
よ
り
宅
配
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
お
手
伝
い
し
は
じ
め
て
１
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

自
営
業
手
伝
い
と
し
て
夫
と
二
人
で

向
き
合
い
、
家
に
居
る
ば
か
り
の
生
活

を
送
っ
て
い
て
、
他
の
社
会
と
も
接
し

た
い
、
ま
た
何
か
私
に
も
お
手
伝
い
が

出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
図
書
館
宅
配
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
知
り
ま
し
た
。
本
が
読
み
た

く
て
も
図
書
館
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来

な
い
お
年
寄
り
の
方
々
に
本
を
届
け
る

と
い
う
仕
事
内
容
で
し
た
。

す
ぐ
に
応
募
し
、
私
の
担
当
の
方
が

決
ま
り
毎
月
一
回
、
本
の
宅
配
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
始
ま
っ
た
の
で
し
た
。
私
が

本
を
届
け
る
方
は
、
80
歳
代
の
女
性
で
、

と
に
か
く
本
が
大
好
き
で
す
。

先
月
届
け
た
本
の
内
容
や
感
想
を
聞

く
の
が
毎
月
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
が
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
と

か
、
読
ん
で
い
て
涙
が
出
て
き
た
と
か
、

こ
の
人
も
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
か

ら
…
と
か
聞
く
と
、
私
も
何
だ
か
嬉
し

く
な
り
、
こ
の
本
を
宅
配
し
て
よ
か
っ

た
な
と
感
じ
ら
れ
る
時
で
す
。
ま
た
、

世
間
話
や
、
昔
の
事
を
聞
い
た
り
、
こ

の
前
は
、
う
ま
く
赤
飯
を
蒸
す
コ
ツ
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

毎
月
毎
月
、
宅
配
さ
れ
る
本
を
楽
し

み
に
待
っ
て
み
え
る
お
ば
あ
さ
ん
…
そ

し
て
、
本
当
に
嬉
し
そ
う
に
本
の
こ
と

を
話
さ
れ
る
お
ば
あ
さ
ん
…
そ
ん
な
姿

を
見
て
い
る
と
、
こ
の
宅
配
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
始
め
て
、
少
し
は
お
手
伝
い
が
出

来
て
い
る
な
と
感
じ
、
私
自
身
も
生
活

に
張
り
が
出
て
来
ま
し
た
。
今
で
は
、

こ
の
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
５
月
か
ら
開
校
し
て
い
る
図
書
館
教

室
で
製
作
し
て
き
た
様
々
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
毎
月
第
４
土
曜
日
に
親
子
を
対
象
に
教
室

を
開
催
し
て
お
り
、
自
然
の
中
に
落
ち
て
い
た
石
こ
ろ
や
流

木
な
ど
を
使
っ
て
楽
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
感
性
で
作
ら
れ
た
も
の
ば
か

り
で
す
。
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保保保健健健セセセンンンタタターーーだだだよよよりりり ���－��������表彰を受けられたみなさん
小 栗 ゆ き さん 釜戸町 (82歳)

加 藤 篤 儀 さん 陶 町 (80歳)

加 藤 は ま さん 陶 町 (83歳)

河 合 敬二郎 さん 土岐町 (80歳)

清 水 義 康 さん 寺河戸町 (80歳)

健康相談 〈場所＝保健センター〉子宮 (頸) がん集団バス検診
期 日 時 間 料 金
12月３日� 13時～14時 ���円
がん検診(胃がん･大腸がん･肺がん)

小さな灯を守って期 日 時 間 料 金
12月２日� ８時30分～11時 各���円
町ぐるみ みんなでなくそう覚せい剤

乳幼児健診・歯みがき教室 〈場所＝保健センター 料金＝無料〉

健 診 ・ 教 室 名 実 施 日 受付時間 対 象 者 持 ち 物

４ カ 月 児 健 康 診 査 11月30日� 13時～14時
第一子は13時開始 平成 11年７月生まれ 母子健康手帳

３ 歳 児 健 康 診 査 11月26日� 12時30分開始 平成８年 10月生まれ
早朝尿 (50㏄位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

６ カ 月 児 健 康 診 査
お よ び 離 乳 食 教 室 12月７日� ９時30分

～９時45分 平成 11年６月生まれ 母子健康手帳

４歳児・４歳６カ月児
歯 み が き 教 室 11月29日� ９時～11時 平成７年 11月生まれ

平成７年５月生まれ 母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ

２ 歳 児 歯 み が き 教 室 12月６日� ９時～11時 平成９年 12月生まれ

６ 歳 臼 歯
むし歯予防教室 11月29日� 14時30分開始 平成５年 11月生まれ 母子健康手帳

コップ､ タオル

◆場 所 保健センター
◆対 象 者 30歳以上の女性 (定員60名)
◆申し込み 電話などで保健センターへ

◆場 所 保健センター
◆対 象 者 40歳以上の希望者 (定員50名)
◆申し込み 11月29日�までに電話などで保健

センターへ

麻薬や覚せい剤は､ 心身をむしばむだけでな
く､ 凶悪な犯罪の誘因になり､ 家庭・社会に危
害をもたらします｡ こうした薬物の恐ろしさを
知り､ 乱用を許さない社会を作りましょう｡
もし､ 困ったことがありましたら､ 保健所ま
たは警察へご相談ください｡

長年にわたり歯の大切さを十分認識し､ 80歳
以上で自分の歯を20本以上残された努力をたた
え､ 10月10日の健康福祉大会で表彰を受けられ
たみなさんをご紹介します｡
本人の努力しだいでは､ 一生自分の歯で食べ
られ､ 健康な生活を送ることも可能です｡
ぜひ､ 見習って歯を大切にしましょう｡

◆乳幼児相談…12月１日� ９時30分～11時
乳幼児の身長､ 体重測定や育児相談
◆栄養相談…12月１日� ９時～15時
栄養士による相談 ＊要電話予約
◆医師による健康相談…12月１日�14時～15時
血圧測定､ 検尿､ 医師による個別相談

～乳幼児突然死症候群から赤ちゃんを守ろう～
乳幼児突然死症候群 (ＳＩＤＳ) はそれまで
元気だった赤ちゃんが事故や窒息ではなく､ 眠っ
ている間に突然死亡してしまう病気です｡�ＳＩＤＳを減らすためのポイント�
◆あおむけ寝で育てよう…うつぶせ寝のほうが
ＳＩＤＳの発生率が高いです｡
◆赤ちゃんの周りでタバコを吸わない
◆できるだけ母乳で育てよう
◆なるべく赤ちゃんを一人にしないで…眠って
いるからといって長時間一人にしないように
しましょう｡
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人口＝42,132人 (＋11) 世帯数＝13,290世帯 (＋32)
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古紙配合率100％再生紙
を使用しています

講演
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収集日
収 集 地 区

不 燃 ご み 資 源 ご み

１日� 松�瀬町､ 薬師町､ 明世町 稲津町 (小里)

２日� 釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東・中・西大島)､ 大湫町

稲津町 (萩原)

３日� 釜戸町 (上記以外の地区)
桜堂､ 名滝､ 名滝団地､
下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手

６日� 一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘 日吉町(本郷､ 白倉､ 宿洞､

宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)

７日� 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､
益見､ 上平町､ 学園台

日吉町 (上記以外の地区)

８日� 宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町

陶町 (猿爪)

９日� 鶴城､ 鶴城団地､ 市原 陶町 (水上､ 大川)

10日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､
大法原団地

13日� 稲津町 (小里) 栄町､ 元町

14日� 稲津町 (萩原)
一日市場､ 木暮､ 水の木､
朝日町､ 清水

15日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､
大法原団地

山田町､ 明賀台

16日� 一日市場､ 木暮､ 水の木､
朝日町､ 清水

松�瀬町､ 薬師町､ 明世町
17日� 桜堂､ 名滝､ 名滝団地､

下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､

益見､ 上平町､ 学園台

19日� 休日持込み日(一般家庭の不燃ごみ・地域清掃不燃ごみ)

20日� 陶町 (猿爪)
宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町

21日� 陶町 (水上､ 大川)
一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘

22日� 日吉町(本郷､ 白倉､ 宿洞､
宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)

釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東・中・西大島)､ 大湫町

24日� 日吉町 (上記以外の地区) 釜戸町 (上記以外の地区)

27日� 鶴城､ 鶴城団地､ 市原

28日� 山田町､ 明賀台

29日� 栄町､ 元町 稲津町 (小里)

30日� 稲津町 (萩原)

◎資源集団回収の実施予定日
12月４日 (大湫小学校)
12月５日 (土岐小学校､明世小学校､釜戸小学校､陶中学校)
※詳細については､ 各学校にお問い合わせください｡
◎毎月第３日曜日 (午前９時～午後４時) に不燃ごみの持ち
込みができます｡
※持ち込めるごみ：一般家庭の不燃ごみ｡ 町内会並びにボ
ランティア活動による地域清掃不燃ごみ｡
※現地では､ リサイクルできるように､ ごみの分別を行っています
のでご協力をお願いします｡ 不燃物埋立処分場 �68－3029

『一般病棟での緩和ケアの取り組み』
◎講師＝川越尭 (孝次)さん 土岐総合病院外科
◎日時＝11月27日� 14時～16時30分

『ふつうの医者の緩和ケア日誌』 (県委託事業)
◎講師＝高木宏明さん
(諏訪中央病院 老健施設やすらぎの丘施設長)
◎日時＝12月４日� 14時～16時30分

※どちらも入場無料､ 会場 『まなびパークたじみ』
(���－����)

◎照会先 東濃ホスピス研究会事務局 加藤�・FAX��－����
３人以上の子どもを養育してみえる方の子育て
のお手伝いと子どもたちの健全な成長を願って作
られた､ 瑞浪市独自の少子化対策制度です｡
３人目以降の対象児童が､ 満３歳および６歳に
なると対象となり､ 平成10年度は 122人の児童が
該当しました｡
◎《満３歳》平成８年４月２日～

平成９年４月１日生まれ
◎《満６歳》平成５年４月２日～

平成６年４月１日生まれ
◎手当の額＝対象 １人５万円
◎申請期限＝11月30日�
◎照会先＝福祉課 �内線���
未登録の銃砲刀剣類をお持ちの方は､ 登録して
ください｡
◎日時＝11月26日� 10時～15時
◎場所＝恵那総合庁舎 ５Ａ会議室�����－��－����
◎持ち物＝銃砲および刀剣類､ 印鑑､ 発見届出済

証､ 登録手数料(１件につき5,900円)

◎日時＝11月26日� 10時～16時 ◎場所＝市役所
※献血には一人40分程度かかりますので､ 11月24
日までに電話でお申し込みください｡
◎申し込み＝保健センター ���－����
会場＝総合文化センター
◎青色決算説明会 (９時30分～)
◎年末調整説明会 (13時30分～)

さんさん(燦賛)手当のお知らせ

未登録銃砲刀剣類登録審査会

成分献血にご協力を

12月２日� 税の説明会開催


